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令
和
６
年
度
の
「
東
京
帯
広
会
総

会
及
び
懇
親
会
」
が
、
ま
だ
夏
の
暑

さ
が
残
る
10
月
13
日
（
日
）
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で
来
賓
、
関

係
者
そ
し
て
多
く
の
会
員
の
方
の
出

席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会

に
あ
た
り
、
田
中
稔
会
長
か
ら
９
月

に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
森
田
邦
雄
顧
問

へ
の
お
悔
や
み
と
会
へ
の
多
大
な
功

績
に
感
謝
致
し
ま
す
と
お
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓
の
方
々

へ
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
１
月
の
能
登

半
島
地
震
、
９
月
に
は
能
登
半
島
豪

雨
と
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と

に
お
見
舞
を
申
し
上
げ
、
全
国
的
に

暑
さ
厳
し
い
夏
と
な
り
ま
し
た
が
、

故
郷
と
の
架
け
橋
と
し
て
活
動
を
続

け
た
一
年
で
も
あ
り
、
来
年
１
月
の

氷
祭
り
の
頃
に
故
郷
訪
問
ツ
ア
ー
を

企
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
多
く
方
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
今
日
は
皆

様
に
故
郷
を
思
い
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。

■
帯
広
の
森
50
周
年

　

総
会
は
菊
池
哲
也
理
事
の
司
会
で

開
会
、
議
長
に
田
中
会
長
を
選
出
し

審
議
に
入
り
ま
し
た
。
第
１
号
議
案

の
令
和
５
年
度
事
業
お
よ
び
決
算
・

監
査
報
告
、
第
２
号
議
案
は
令
和
６

年
度
の
事
業
・
予
算
計
画
が
審
議
さ

れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
来
賓
の
方
々
よ
り

お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

池
原
佳
一
副
市
長
は
最
初
に
故
森

田
様
の
ご
逝
去
に
あ
た
り
こ
の
会
を

大
き
く
育
て
て
き
た
ご
功
績
に
感
謝

を
述
べ
る
と
と
も
に
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
挨
拶
の
な
か
で
、
帯
広
市
民
の
憩

い
の
場
「
帯
広
の
森
」
が
造
成
開
始

か
ら
50
周
年
を
迎
え
緑
豊
か
な
街
の

象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
６
月

に
は
国
内
35
番
目
と
な
る
国
立
公
園

「
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
」

が
誕
生
し
、
十
勝
・
帯
広
の
知
名
度

向
上
、
日
高
山
脈
の
美
し
い
景
観
や

貴
重
な
原
生
の
自
然
が
次
世
代
へ
引

き
継
が
れ
て
い
く
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
自
然
や
緑

を
大
切
に
す
る
視
点
を
皆
様
と
共
有

し
将
来
に
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

楢
山
副
議
長
か
ら
故
森
田
様
へ
の

お
悔
み
と
長
年
の
ご
功
績
に
敬
意
を

表
し
ま
す
と
の
お
言
葉
の
あ
と
「
日

高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
」
が
誕

生
し
雄
大
な
自
然
に
心
寄
せ
ら
れ
る

日
々
で
す
が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に

産
業
に
つ
な
げ
る
か
が
大
き
な
課
題

で
す
。
こ
の
時
期
、
毎
日
の
よ
う
に

収
穫
祭
が
あ
り
紅
葉
が
美
し
い
時
で

す
。
是
非
一
度
稔
り
あ
る
こ
の
時
に

今
一
度
足
を
運
ん
で
欲
し
い
と
思
い

　

新
緑
の
候
、
東
京
帯
広
会
の
皆
様
に
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
10
月
13
日
（
日
）
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て

東
京
帯
広
会
総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
帯
広
市
か
ら
池
原
副

市
長
、
市
議
会
楢
山
副
議
長
、
北
海
道
東
京
事
務
所
上
田
所
長
の
来
賓

の
方
々
、
関
西
帯
広
会
、
各
十
勝
ふ
る
さ
と
会
、
多
く
の
会
員
の
皆
様

と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

東
京
帯
広
会
は
15
年
ぶ
り
に
１
月
31
日
か
ら
２
月
２
日
の
３
日
間
、

理
事
・
会
員
14
名
で
帯
広
市
へ
の
ふ
る
さ
と
訪
問
ツ
ア
ー
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。
市
長
主
催
歓
迎
会
に
お
い
て
関
係
者
及
び
賛
助
会
員
の
皆

様
と
の
交
流
を
深
め
、
翌
日
か
ら
カ
ー
リ
ン
グ
、
氷
祭
り
、
ば
ん
え
い

競
馬
な
ど
に
参
加
し
て
「
新
た
な
帯
広
」
を
発
見
し
ま
し
た
。

　

帯
広
市
は
元
来
雪
の
少
な
い
地
域
で
し
た
が
、
訪
問
ツ
ア
ー
の
後
の

２
月
３
日
の
夜
か
ら
４
日
に
か
け
て
大
雪
が
降
り
、
12
時
間
の
降
雪
量

と
し
て
は
過
去
最
多
の
１
２
４
cm
の
降
雪
量
が
記
録
さ
れ
た
の
に
は
驚

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
異
常
気
象
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
、

今
年
も
世
界
各
地
で
気
候
変
動
に
よ
る
影
響
と
し
て
大
規
模
火
災
、
洪

水
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
十
勝
の
農
業
に
も
被
害
が
波
及
し
な
い
こ
と

を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

東
京
帯
広
会
は
新
理
事
の
増
強
に
よ
り
会
報
発
行
、
会
員
の
増
加
、

十
勝
ふ
る
さ
と
連
合
会
と
の
連
携
、
姉
妹
都
市
松
崎
町
と
の
交
流
な
ど

を
中
心
に
帯
広
市
、
帯
広
商
工
会
議
所
と
連
携
し
て
会
報
、
Ｈ
Ｐ
な
ど

に
よ
り
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
画
し
て
「
と
か
ち
帯
広
」
の
情
報
な
ど
を
提
供

し
て
活
動
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご  

挨  

拶

東
京
帯
広
会
会
長
　
田
　
中
　
　
　
稔

報告報告緑豊かな街　十勝・帯広

令和６年度総会・懇親会
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　令和6年12月12日（木）は十勝平野開拓の先駆者依田勉三（1853～1925年）の命日。今年は100回忌でも　令和6年12月12日（木）は十勝平野開拓の先駆者依田勉三（1853～1925年）の命日。今年は100回忌でも
あり深澤松崎町長をはじめ多くの方が法要に参列されました。松崎町大沢地区の小高い丘に依田家代々のお墓あり深澤松崎町長をはじめ多くの方が法要に参列されました。松崎町大沢地区の小高い丘に依田家代々のお墓
があります。読経、お焼香のあと古民家で有があります。読経、お焼香のあと古民家で有
志が集まり開墾時の逸話にもなっている「ひ志が集まり開墾時の逸話にもなっている「ひ
とつ鍋」を囲みました。当時では考えられなとつ鍋」を囲みました。当時では考えられな
い贅沢なサケ鍋。六花亭のひとつ鍋とマルセい贅沢なサケ鍋。六花亭のひとつ鍋とマルセ
イバターサンドの差し入れもあり、東京帯広イバターサンドの差し入れもあり、東京帯広
会からは関係者4人が参加し勉三爺の功績を会からは関係者4人が参加し勉三爺の功績を
称えながら松崎町の方 と々交流を深めました。称えながら松崎町の方 と々交流を深めました。

依田勉三100回忌・鍋を囲み有志が集う依田勉三100回忌・鍋を囲み有志が集う

ま
す
。
遠
く
か
ら
応
援
頂
く
皆
様
に

愛
さ
れ
誇
り
あ
る
故
郷
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
、よ
り
良
い
街
作
り
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
と
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

上
田
晃
弘
北
海
道
東
京
事
務
所
所

長
か
ら
は
、
昨
年
、「
ほ
た
て
」
が

大
変
な
事
態
に
あ
り
北
海
道
の
海
の

幸
を
た
く
さ
ん
食
べ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
し
た
と
こ
ろ
ふ
る
さ
と
納
税
、

社
員
食
堂
や
学
校
給
食
で
の
利
用
な

ど
皆
様
か
ら
温
か
な
支
援
を
頂
き
感

謝
を
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
北
海

道
の
人
口
減
少
が
大
き
く
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
日
本
の
食
料
を
支
え
る
十

勝
・
帯
広
の
役
割
は
大
き
く
、
農
業

に
関
す
る
産
業
を
基
盤
に
人
口
増
加

と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
と
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
の
方
々
の
紹
介
が
あ

り
、
最
後
に
大
林
健
一
帯
広
市
東
京

事
務
所
長
か
ら
帯
広
市
か
ら
の
派
遣

職
員
２
名
、
国
土
交
通
省
中
島
睦
さ

ん
と
農
林
水
産
省
土
田
百
花
さ
ん
の

紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。

■
北
の
大
地
の
恵
み
を
味
わ
う

　

懇
親
会
は
、
東
京
中
札
内
ふ
る
さ

と
会
春
日
敏
宏
会
長
の
乾
杯
で
開
会

し
、
碧
雲
蔵
十
勝
・
十
勝
ワ
イ
ン
な

ど
の
飲
物
と
、
お
い
し
い
料
理
で
懇

親
を
深
め
、
い
く
ら
を
豊
富
に
使
っ

た
い
く
ら
丼
な
ど
を
堪
能
し
ま
し

た
。
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
福
引
会
は
喜

来
望
理
事
の
進
行
で
会
場
の
熱
気
の

な
か
進
め
ら
れ
、
十
勝
産
チ
ー
ズ

セ
ッ
ト
・
川
西
な
が
い
も
、
松
崎
町

棚
田
の
お
米
な
ど
沢
山
の
景
品
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
内
で

は
六
花
亭
、
柳
月
、
十
勝
ト
テ
ッ
ポ

工
房
の
ス
イ
ー
ツ
や
、
松
崎
町
の
レ

モ
ン
グ
ラ
ス
キ
ャ
ン
デ
ィ
な
ど
が
販

売
さ
れ
、
お
土
産
と
し
て
江
戸
屋
あ

て
の
わ
お
つ
ま
み
セ
ッ
ト
、
煮
豆
、

柳
月
三
方
六
、
よ
つ
葉
牛
乳
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

暑
か
っ
た
夏
を
い
や
す
よ
う
に
ふ

る
さ
と
の
味
覚
を
堪
能
し
、
懐
か
し

い
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た
秋
の

集
い
は
、
北
海
道
ふ
る
さ
と
連
合
会

新
家
鶴
男
会
長
の
一
本
締
め
で
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　3月30日（日）桜満開の松崎町道の駅花の三聖苑で「松崎三聖まつり」が開催　3月30日（日）桜満開の松崎町道の駅花の三聖苑で「松崎三聖まつり」が開催
されました。この祭りは松崎三聖様を敬い感謝し、循環する地域経済をめざしされました。この祭りは松崎三聖様を敬い感謝し、循環する地域経済をめざし
て皆で和気あいあいと過ごすことです。祝詞奏上、玉串奉奠などの儀式のあとて皆で和気あいあいと過ごすことです。祝詞奏上、玉串奉奠などの儀式のあと

深澤町長の挨拶があり、その後ステージでは町の方々の深澤町長の挨拶があり、その後ステージでは町の方々の
パフォーマンスが披露されました。キッチンカーやワーパフォーマンスが披露されました。キッチンカーやワー
クショップなど青空露天市も大賑わいでした。クショップなど青空露天市も大賑わいでした。
　その中でも帯広物産展のテントは今年も大好評。「一年　その中でも帯広物産展のテントは今年も大好評。「一年
間帯広グルメを待っていたの」と声をかけられ笑顔にな間帯広グルメを待っていたの」と声をかけられ笑顔にな
る。姉妹都市の美味しさを満喫しようと多くの方でテンる。姉妹都市の美味しさを満喫しようと多くの方でテン
ト内はいっぱいとなり開始2時間ほどで完売。昼食にはト内はいっぱいとなり開始2時間ほどで完売。昼食には
帯広豚丼。那珂川沿いの桜も満開で春の暖かな優しい一帯広豚丼。那珂川沿いの桜も満開で春の暖かな優しい一
日でした。日でした。

姉妹都市交流
帯広物産展　第2回松崎三聖まつり
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令
和
７
年
の
５
月
か
ら
10
月
に

か
け
、
と
か
ち
帯
広
空
港
と
韓
国

の
清
州
（
チ
ョ
ン
ジ
ュ
）
国
際
空

港
を
結
ぶ
定
期
便
が
就
航
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
週
３
往
復
の

予
定
で
、と
か
ち
帯
広
空
港
に
と
っ

て
初
め
て
の
国
際
定
期
便
と
な
り

ま
す
。

　

北
海
道
内
に
お
け
る
国
際
定
期

便
は
、
新
千
歳
、
函
館
、
旭
川
に

続
き
４
空
港
目
と
な
り
、
韓
国
へ

の
直
行
便
は
新
千
歳
、
旭
川
、
帯

広
の
３
空
港
と
な
り
ま
す
。

　

帯
広
か
ら
清
州
ま
で
の
フ
ラ
イ

ト
時
間
は
約
３
時
間
で
、
清
州
か

ら
ソ
ウ
ル
ま

で
は
約
１
時

間
半
で
移
動

す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

清
州
に
は
韓

国
名
物
の
サ

ム
ギ
ョ
プ
サ

ル
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き

る
サ
ム
ギ
ョ

プ
サ
ル
通
り

が
あ
る
ほ
か
、
韓
国
ド
ラ
マ
の
撮

影
地
と
な
っ
て
い
る
場
所
が
多
い
こ

と
で
も
有
名
で
す
。

　

就
航
す
る
韓
国
のAeroK

航
空

は
、
昨
年
10
月
と
今
年
１
～
２
月

に
、
と
か
ち
帯
広
空
港
と
清
州
空

港
を
結
ぶ
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
運
航

し
て
お
り
、
期
間
中
、
韓
国
か
ら

の
観
光
客
は
、
十
勝
川
温
泉
な
ど

の
観
光
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
就
航
に
よ
り
、
韓
国
で

の
十
勝
・
帯
広
の
知
名
度
の
向
上

の
ほ
か
、
訪
日
外
国
人
旅
行
者
の

増
加
に
よ
る
、
地
域
経
済
へ
の
波

及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
10
月
に
、
帯
広
市
の

産
業
文
化
姉
妹
都
市
で
あ
る
徳
島

市
か
ら
、
阿
波
お
ど
り
親
善
訪
問

団
30
名
が
来
帯
し
ま
し
た
。
令
和

４
年
に
姉
妹
都
市
締
結
40
周
年
を

迎
え
た
こ
と
の
記
念
事
業
の
一
環

で
、
親
善
訪
問
団
の
来
帯
は
令
和

元
年
以
来
５
年
振
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

訪
問
団
の
来
帯
に
あ
わ
せ
、
帯

広
市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
全

道
阿
波
踊
り
大
会
を
開
催
し
、
阿

波
お
ど
り
振
興
協
会
か
ら
選
抜
さ

れ
た
踊
り
手
と
鳴
り
物
の
連
員
27

名
に
よ
る
阿
波
お
ど
り
披
露
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場

に
は
約
７
０
０
名
の
観
客
が
集
ま

り
、
道
内
各
地
の
阿
波
お
ど
り
団

体
計
５
連
に
よ
る
お
ど
り
披
露
も

行
わ
れ
、
最
後
は
観
客
を
含
め
た

全
員
で
の
総
お
ど
り
に
よ
り
、
交

流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

帯
広
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
お
び
ひ
ろ

菊
ま
つ
り
会
場
で
も
迫
力
あ
る
本

場
の
阿
波
お
ど
り
を
披
露
い
た
だ

き
ま
し
た
。
菊
ま
つ
り
会
場
で
は

徳
島
の
物
産
販
売
も
行
わ
れ
る
な

ど
、
帯
広
市
民
が
徳
島
市
の
魅
力

を
よ
り
深
く
知
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

　

東
京
帯
広
会
創
立
50
周
年
を
記

念
し
て
、
ル
ー
ト
看
板
を
ご
寄
贈

い
た
だ
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク

ル
ル
ー
ト
の
ト
カ
プ
チ
４
０
０

が
、「
ベ
ス
ト
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
０
２
４
」
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
ベ
ス
ト
・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
道
内
の
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
向
け
て

他
の
模
範
と
な
る
活
動
の
創
出
や

啓
発
・
普
及
を
目
的
に
、
北
海
道

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
連
携
協
議
会
が

実
施
し
て
い
る
表
彰
制
度
で
す
。

　

約
４
０
０
キ
ロ
の
長
大
な
ル
ー

ト
を
誇
る
ト
カ
プ
チ
４
０
０
は
、

走
行
距
離
や
立
ち
寄
り
ポ
イ
ン

ト
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
考
慮
し
て

八
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
、
難

易
度
を
設
定
。
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
に

も
反
映
し
、
ト
カ
プ
チ
４
０
０
パ

ス
ポ
ー
ト
を
製
作
し
て
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
行
う
な
ど
Ｐ
Ｒ
活
動
に

も
力
を
入
れ
ま
し
た
。

　

学
識
者
ら
に
よ
る
最
終
審
査
で

は
、
５
人
中
４
人
が
ト
カ
プ
チ
４

０
０
に
投
票
し
、「
セ
ク
シ
ョ
ン

分
け
が
明
確
に
考
え
ら
れ
て
い

る
」「
ロ
ゴ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
が

素
晴
ら
し
い
」
な
ど
と
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
が
、
域
外
か
ら
の

さ
ら
な
る
誘
客
や
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

   
◇ 
帯
広
・
十
勝
ニ
ュ
ー
ス

と
か
ち
帯
広
空
港
に

国
際
定
期
便
就
航

５
年
ぶ
り
に
徳
島
市

阿
波
お
ど
り
親
善
訪

問
団
が
来
帯

ト
カ
プ
チ
４
０
０
が

「
ベ
ス
ト
・
サ
イ
ク
リ

ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

最
優
秀
賞
に
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第96号

　1月31日から2月1日、15年ぶりとなる第26回故郷訪問ツアーに　1月31日から2月1日、15年ぶりとなる第26回故郷訪問ツアーに
13名が参加。例年より雪が少なく厳寒の十勝を体験する予定が、暖13名が参加。例年より雪が少なく厳寒の十勝を体験する予定が、暖
冬の雪のない冬の旅となりましたが、多くの方のご協力により最高冬の雪のない冬の旅となりましたが、多くの方のご協力により最高
の3日間となりました。の3日間となりました。

■カーリングに挑戦■カーリングに挑戦
　1月31日（金）午後4時に帯広市役所に集合し米沢市長を表敬訪問。　1月31日（金）午後4時に帯広市役所に集合し米沢市長を表敬訪問。
「雪が少ないですが冬の十勝・帯広を楽しんで下さい」とのお言葉「雪が少ないですが冬の十勝・帯広を楽しんで下さい」とのお言葉
を頂きツアーがスタートしました。その後、日航ノースランドにてを頂きツアーがスタートしました。その後、日航ノースランドにて
市長主催の歓迎会に出席し、地元の食材を使った料理とワインを頂市長主催の歓迎会に出席し、地元の食材を使った料理とワインを頂
きながら賛助会員、市関係者の皆様と交流、歓談を楽しみました。きながら賛助会員、市関係者の皆様と交流、歓談を楽しみました。
　2月1日（土）は朝早くからカーリング体験。「カールプレックス　2月1日（土）は朝早くからカーリング体験。「カールプレックス
おびひろ」でインストラクターの丁寧な指導を受け練習後、グルーおびひろ」でインストラクターの丁寧な指導を受け練習後、グルー
プに分かれミニゲームに挑戦。ここから皆真剣になりモグモグタイプに分かれミニゲームに挑戦。ここから皆真剣になりモグモグタイ
ムも忘れて夢中に氷の上を走り回り、シニアチームの予想以上の健ムも忘れて夢中に氷の上を走り回り、シニアチームの予想以上の健
闘に驚き、皆初めての体験でしたが良い思い出となりました。闘に驚き、皆初めての体験でしたが良い思い出となりました。

■十勝の魅力にトロける■十勝の魅力にトロける
　第62回おびひろ氷まつり会場での表彰式に参加。異例の雪不足の　第62回おびひろ氷まつり会場での表彰式に参加。異例の雪不足の
なかたくさんの氷雪像が展示され、子供たちがアトラクションなどなかたくさんの氷雪像が展示され、子供たちがアトラクションなど
で遊ぶ風景に心和みました。で遊ぶ風景に心和みました。
　「じんぎすかん北海道」での昼食後、ばんえい競馬でレースを満喫。　「じんぎすかん北海道」での昼食後、ばんえい競馬でレースを満喫。
以前よりレースがソフトなった感じはあるが大切にしたい帯広の宝以前よりレースがソフトなった感じはあるが大切にしたい帯広の宝
です。です。
　夕暮れの日高山脈を眺めながら「柳月スイートピアガーデン」へ　夕暮れの日高山脈を眺めながら「柳月スイートピアガーデン」へ
向かう。たくさんの種類のバームクーヘンを抱えすぐ横の「道の駅向かう。たくさんの種類のバームクーヘンを抱えすぐ横の「道の駅
おとふけなつぞらのふる里」には地元産品が並び十勝らしさが溢れおとふけなつぞらのふる里」には地元産品が並び十勝らしさが溢れ
ていました。この日は朝早くから多くのところを回りましたが、最ていました。この日は朝早くから多くのところを回りましたが、最
後にスーパー「ハピオ」でまた十勝食材をゲットして終了。後にスーパー「ハピオ」でまた十勝食材をゲットして終了。
　最終日は「六花亭」でショッピング、「ランチョエルパソ」での　最終日は「六花亭」でショッピング、「ランチョエルパソ」での
昼食会で今回のツアー解散となりましたが、空港へ向かう途中、碧昼食会で今回のツアー解散となりましたが、空港へ向かう途中、碧
雲蔵、十勝野フロマージュ、幸福駅と時間いっぱいに十勝・帯広を雲蔵、十勝野フロマージュ、幸福駅と時間いっぱいに十勝・帯広を
堪能し、今度は夏にまたここでと約束しとかち帯広空港を後にしま堪能し、今度は夏にまたここでと約束しとかち帯広空港を後にしま
した。した。

お礼お礼
　十勝・帯広が初めての方、ご家族の方をはじめ参加された皆様に　十勝・帯広が初めての方、ご家族の方をはじめ参加された皆様に
楽しんで頂けたツアーでした。計画・滞在中の調整などにご協力頂楽しんで頂けたツアーでした。計画・滞在中の調整などにご協力頂
きました帯広市の皆様、またお忙しいところ歓迎会にご出席頂きまきました帯広市の皆様、またお忙しいところ歓迎会にご出席頂きま
した賛助会員の皆様にお礼申し上げます。ありがとうございました。した賛助会員の皆様にお礼申し上げます。ありがとうございました。
� （東京帯広会）� （東京帯広会）

第26回 故郷訪問ツアー第26回 故郷訪問ツアー

故郷はもっと魅力的故郷はもっと魅力的  ワクワク感溢れる72時間ワクワク感溢れる72時間
副会長　草山 和彦副会長　草山 和彦
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（
敬
称
略
・
順
不
同
）

令
和
七
年
四
月
十
四
日
現
在

賛
助
会
員
一
覧

帯
広
市
議
会

帯
広
市
議
会
議
長

帯
広
市
議
会
副
議
長

自
由
民
主
党･

無
所
属
の
会
会
長

立
憲
民
主
・
市
民
連
合
会
長

公
明
党
会
長

市
政
会
会
長

日
本
共
産
党
帯
広
市
議
会
議
員
団
団
長

市
民
同
盟
代
表

帯
広
商
工
会
議
所
会
頭

一
般
社
団
法
人
帯
広
物
産
協
会
会
長

株
式
会
社
い
ち
ま
る
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

エ
ノ
キ
フ
ィ
ル
ム
株
式
会
社

帯
広
市
川
西
農
業
協
同
組
合

一
般
社
団
法
人
帯
広
建
設
業
協
会

帯
広
信
用
金
庫

帯
広
大
正
農
業
協
同
組
合

帯
広
畜
産
大
学
関
東
同
窓
会

帯
広
地
方
卸
売
市
場
株
式
会
社

帯
広
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

川
田
工
業
株
式
会
社

医
療
法
人
コ
ス
モ
歯
科
高
田

三
洋
興
熱
株
式
会
社

株
式
会
社
曽
我

株
式
会
社
ダ
イ
イ
チ

大
同
出
版
紙
業
株
式
会
社

太
平
洋
興
発
株
式
会
社

ダ
ス
キ
ン
第
60
帯
広
工
場
株
式
会
社

株
式
会
社
デ
ィ
ス
テ
リ
ア
京
屋

東
北
海
道
い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社

十
勝
信
用
組
合

株
式
会
社
十
勝
毎
日
新
聞
社

社
会
医
療
法
人　

博
愛
会　

開
西
病
院

株
式
会
社
福
原

プ
リ
マ
ハ
ム
株
式
会
社
北
海
道
工
場

株
式
会
社
満
寿
屋
商
店

株
式
会
社
丸
勝

宮
本
商
産
株
式
会
社

株
式
会
社
明
治

よ
つ
葉
乳
業
株
式
会
社

株
式
会
社
柳
月

株
式
会
社
六
花
亭

Ｙ
Ｓ
ヤ
マ
シ
ョ
ウ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
理
事
組
合
長

会
長

理
事
長

代
表
理
事
組
合
長

会
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

理
事
長

取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

理
事
長

代
表
取
締
役
社
長

理
事
長

代
表
取
締
役
社
長

工
場
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

執
行
役
員

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役
社
長

代
表
取
締
役

横

山

明

美

楢

山

直

義

大
和
田　

三　

朗

菊

地

ル

ツ

大
竹
口　

武　

光

西

本

嘉

伸

杉

野

智

美

今
　

識

史

川

田

章

博

小

倉
　

豊

加

藤

祐

功

小

森

唯

永

榎
　

善
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帯広市 経済部 観光交流室 観光交流課

【令和７年４月１日以降の体制】

職　名 氏　名 職　名 氏　名

部長 吉　田　　　誠 観光係　主任補 小　倉　和　也

副参事 松　本　俊　光 観光係　主任補 尾　籠　辰　哉

室長 藤　芳　雅　人 観光係　主任補 遠　藤　稜　佑

課長 古　井　健太郎 観光係　係員 鶴　嘴　咲　歩

課長補佐 尾　上　裕　子 親善交流係長 西　岡　尚　央

課長補佐 藤　原　　　健 親善交流係　主任補 大　館　泰　彦

観光係長 高　橋　大　輔 親善交流係　主任補 小　竹　麻　美

観光係　主任 相　部　宗　道 親善交流係　主任補 竹　林　胤　海

観光係　主任補 佐　藤　一　弥 国際交流係　主任 迫　田　千　鶴

観光係　主任補 三　浦　惇　輝 国際交流係　主任補 佐　藤　　　歓

観光係　主任補 石　野　脩　也
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■おめでとうございます　談吉さん真打内定
　立川談志最後の直弟子、帯広市出身の落語家、立川談吉さんが師匠より真打の内
定を受け、2月1日には内定お披露目公演が開催されました。2013年より始めた独演会「談吉百席」は
12年目の昨年12月が最後となり、令和7年4月12日（土）１回目の「ひとり会」が神保町らくごカフェ
にてスタートしました。アングラな街池袋から古本屋とカレーの街神保町へ会場を移し、桜花爛漫のな
かさらなる高みを目指す意気込みが感じられました。次回の「ひとり会」は６月14日（土）の予定です。
詳しくは下記にてお問合せ下さい。

　立川談吉公式HP　https://dankiti.com

■東京帯広柏葉会総会・懇親会
　日時：2025年5月24日（土）　14：00～16：00
　会場：ホテル　グランドヒル市ヶ谷「芙蓉の間」

■帯広畜産大学関東同窓会総会・懇親会
　日時：2025年6月29日（日）　12：00～14：30
　場所：銀座ライオン「クラシックホール」

■東京帯広三条会総会・懇親会
　日時：2025年11月16日(日)　12：00～14：45
　会場：ホテル　グランドヒル市ヶ谷

■十勝ふるさと会連合会総会・懇親会
　日時：2025年6月7日（土）　13：00～15：00
　会場：銀座ライオン　新橋店
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https://obihiro-tokyo.org
https://obihiro-tokyo.org

　令和６年９月 12 日森田邦雄顧問がご逝去
されました。81 歳の生涯を閉じられたとの
突然の報に接し、寂しく誠に残念であります。
生涯にわたり食品衛生、そして食品の安全・
安心に係るご指導に力を注がれていました。
当会においても理事、会長としてご尽力頂き
ましたことに心から感謝申し上げたいと思い
ます。謹んでご冥福をお祈りいたします。

訃　　報

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ

お問合せは東京帯広会事務局まで
TEL　090-7947-5439
mail　tkyobihiro ＠ gmail.com
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　1月31日から2月1日に実施されました故郷訪問ツアーでは、十勝・帯　1月31日から2月1日に実施されました故郷訪問ツアーでは、十勝・帯
広の食材、ワイン、日本酒を堪能しました。素材の美味しさは言うまで広の食材、ワイン、日本酒を堪能しました。素材の美味しさは言うまで
もありませんが、この想いを発信、伝える大切さをあらためて考えさせもありませんが、この想いを発信、伝える大切さをあらためて考えさせ
られました。られました。

■池田ワイン城
　自生する山葡萄が起源の日本では稀有な伝説を纏った池田
ワイン。池田町の担当の方にその歴史を説明しながら城内、
城外と案内をして頂きました。冷害に苦しむ中で新しい産業
をと1950年代より日本で初めて自治体運営のワイン醸造が始
まった、他の国産ワインにはない歴史があります。貴重なブラ
ンデーの蒸留装置。三宅製の100年もののポットスチール。国
際的にも高い評価を得、数年前にリニューアルされた城内のテ
イスティングコーナーで多くの苦難を乗り越えてきたワイン、こ
こでしか飲めないブランデーの原酒を試飲。言葉にならないく
らい感動の時間でした。

住所  中川郡池田町清見83　 電話  015-572-2286

■ランチョエルパソ
　どろぶたは凄い！！十勝虫類の広大なエルパソ牧場でのびの
び育てられた「どろぶた」。クリアな味わいの帯広ビールを片
手にホワイトサラミ、パンチェッタ、ソーセージと昼食会での
豪華なメニュー。十勝産ジャガイモのフライドポテトがさりげ
なく美味。焼き飯にハンバーグを皆でシェア。十勝の豚肉は
美味しいと都内でもひそかに人気ですが、この魅力を多くの
皆に知って味わって欲しいと・・どろぶた応援団！！

住所  帯広市西16条南6丁目13-20　 電話  0155-34-3418

■十勝ダイニングふる屋
　2日目の夕食会でお世話になりました。コース料理で海鮮か
ら十勝牛まで十勝の創作料理を堪能。こんな食べ方もあった
のかと驚き、この味付けはと聞くと丁寧に応対していただき一
層帯広大好きになりました。最後のおにぎり茶漬けは最高で
した。

住所  帯広市西1条南10丁目13　 電話  0155-21-6671

故郷訪問ツアー グルメ編故郷訪問ツアー グルメ編

美味しい笑顔美味しい笑顔
★★★ ★★★ ミシュラン星がいっぱいミシュラン星がいっぱい ★★★ ★★★
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